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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年7月21日(2016.7.21)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月31日(2016.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　界面活性剤と、
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭
素がそれより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル
、および
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭
化水素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤と、
　水と
を含み、
　前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比
が、１未満：１である、組成物。
【請求項２】
前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１２～Ｃ２３炭化水素である、請求項１に
記載の組成物。
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【請求項３】
前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１３または炭素がそれより多い炭化水素で
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記長鎖脂肪酸が、Ｒ１がＣ１８炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステルを含
む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
前記長鎖脂肪酸エステルが、Ｒ１が不飽和炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステ
ルを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
前記長鎖脂肪酸エステルが、リノール酸、リノレン酸、オレイン酸、ステアリン酸、およ
びそのエステルの少なくとも１つに由来する植物由来の脂肪酸エステル基を含む、請求項
１に記載の組成物。
【請求項７】
前記短鎖脂肪酸エステルが、Ｒ２がＣ８～Ｃ１０炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸
エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
前記短鎖脂肪酸エステルが、カプリン酸およびカプリル酸またはそれらのエステルに由来
する少なくとも１つの植物をベースとする脂肪酸エステルを含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項９】
前記短鎖脂肪酸エステルが、メチルグルコシドのヘキサノエート、ヘプタノエート、カプ
リレート、ペラルゴネートおよびカプレート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つ
を含み、前記長鎖グルコシドエステルが、メチルグルコシドのラウレート、ミリステート
、パルミテート、ステアレート、イソステアレート、リノレエート、リノレネート、オレ
エートおよびベヘネート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つを含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項１０】
前記レオロジー調節剤が、カプリル酸、カプリン酸および植物ベースのオレイン酸、また
はそれらのエステルに由来するアルキルグルコシドエステルを含む、請求項９に記載の組
成物。
【請求項１１】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の比が、少
なくとも０．１：１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．２：１である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．３：１である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１４】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、最大０．８：１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記モル
比が、最大０．７：１である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比が
、０．２：１～０．８：１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
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前記長鎖脂肪酸エステルが、植物ベースのオレイン酸エステル基を含み、前記短鎖脂肪酸
エステルが、カプリル酸エステル基およびカプリン酸エステル基を含み、不飽和Ｃ１８エ
ステル基と他のエステル基のモル比（Ｏ／ＣＣ比）が、０．２：１～０．７：１である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１８】
前記Ｏ／ＣＣ比が、０．３５：１～０．６：１である、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
グリコシド分子１つ当たりのエステル化度が、０．７：１～１．５：１である、請求項１
に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記エステル化度が、０．８：１～１．２：１である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
前記アルキルグリコシドが、アルキルグルコシドを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２２】
前記アルキルグルコシドが、Ｃ１～Ｃ３０アルキルグルコシドである、請求項２１に記載
の組成物。
【請求項２３】
前記アルキルグルコシドが、メチルグルコシドを含む、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、１０００未満の分子量を有する、請求項１に
記載の組成物。
【請求項２５】
非水性溶剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、前記界面活性剤組成物の最大４重量％の総濃
度である場合、前記レオロジー調節剤を含まないこと以外同一の組成物と比較して、前記
レオロジー調節剤が前記組成物の粘度を少なくとも１０倍増大した、請求項１に記載の組
成物。
【請求項２７】
前記レオロジー調節剤における前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルのいずれもが、ア
ルコキシ化されない、請求項１に記載の組成物。
【請求項２８】
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．１重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の
組成物。
【請求項２９】
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．５重量％の濃度で存在する、請求項２８に記載
の組成物。
【請求項３０】
前記レオロジー調節剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、請求項２９に記載の組
成物。
【請求項３１】
前記レオロジー調節剤が、最大５重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３２】
前記レオロジー調節剤が、最大３重量％の濃度で存在する、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
前記界面活性剤が、少なくとも０．０１重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３４】
前記界面活性剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３５】
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請前記界面活性剤が、最大２０重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３６】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、１未満：１である
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３７】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、最大０．５：１で
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項３８】
前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３９】
前記界面活性剤が、双性イオン性界面活性剤をさらに含む、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４０】
前記組成物が、アルコキシ化界面活性剤を含まない、請求項１に記載の組成物。
【請求項４１】
前記組成物が、スルフェートをベースとする界面活性剤を含まない、請求項１に記載の組
成物。
【請求項４２】
前記レオロジー調節剤が、アルコキシ化されていない、請求項１に記載の組成物。
【請求項４３】
３００未満の分子量を有する可溶性無機塩および有機塩から選択される、少なくとも０．
１％の塩をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４４】
前記塩が、可溶性無機塩を含む、請求項４３に記載の組成物。
【請求項４５】
組成物が、少なくとも０．２％の前記可溶性無機塩を含む、請求項４４に記載の組成物。
【請求項４６】
前記組成物が、少なくとも４０重量％の水を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４７】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、少なくとも１０００
ｍＰａ・ｓの粘度を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４８】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、少なくとも
２０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、請求項４７に記載の組成物。
【請求項４９】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、最大１０，
０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、請求項４７に記載の組成物。
【請求項５０】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、６０ＮＴＵ未満の濁
度を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項５１】
前記組成物が、形成してから２４時間後に３０ＮＴＵ未満の濁度を有する、請求項５０に
記載の組成物。
【請求項５２】
前記組成物が、前記界面活性剤およびレオロジー調節剤を、周囲温度で水と混合すること
によって形成される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５３】
シリコーン、エモリエント剤、シリコーン、乳化剤、真珠光沢剤、着色剤、微粒子、保存
剤、ｐＨ調整剤、植物性薬品、キレート剤、抗菌剤、および補助レオロジー調節剤の少な
くとも１つをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５４】
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シャンプー、ボディウォッシュ、液体石鹸、顔用クレンザー、およびハンド石鹸から選択
されるパーソナルケア用途のために配合される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５５】
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭素が
それより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、お
よび
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水
素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤を、界面活
性剤および水と合わせるステップを含む、請求項１に記載の組成物を形成する方法であっ
て、
　前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比
が、１未満：１である、方法。
【請求項５６】
前記合わせるステップが、周囲温度で実施される、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
アルキルグリコシドを、式Ｒ１（Ｏ）ＯＨの長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体、および式
Ｒ２（Ｏ）ＯＨの短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と、別個にまたは組み合わせて反応さ
せることを含む、前記レオロジー調節剤を形成するステップをさらに含む、請求項５５お
よび５６に記載の方法。
【請求項５８】
　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２～Ｃ２３炭
化水素基である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、および
　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化
水素基である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤であって、
前記レオロジー調節剤におけるＲ１（Ｏ）Ｏ－とＲ２（Ｏ）Ｏ－の比が、０．２：１～０
．７：１である、レオロジー調節剤。
【請求項５９】
Ｒ１が、カプリル酸およびカプリン酸またはそれらの誘導体に由来するＣ８およびＣ１０

炭化水素基の混合物を含み、Ｒ２が、植物ベースのオレイン酸またはそれらの誘導体に由
来するＣ１８炭化水素基の混合物を含む、請求項５８に記載のレオロジー調節剤。
【請求項６０】
アルキルグリコシドと、少なくとも６個の炭素の長さの炭化水素鎖を含む長鎖脂肪酸また
はそれらの誘導体および短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体との反応に由来するレオロジー
調節剤を含む組成物であって、前記短鎖および長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体が、それ
らのそれぞれの炭化水素鎖の長さが平均で少なくとも６個の炭素原子だけ異なっており、
前記長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と前記短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体のモル比が
、１未満：１である、組成物。
【請求項６１】
界面活性剤をさらに含む、請求項６０に記載の組成物。
【請求項６２】
水をさらに含む、請求項６０および６１に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
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（項目１）
　界面活性剤と、
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭
素がそれより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル
、および
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭
化水素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤と、
　水と
を含む、組成物。
（項目２）
前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１２～Ｃ２３炭化水素である、項目１に記
載の組成物。
（項目３）
前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１３または炭素がそれより多い炭化水素で
ある、項目１に記載の組成物。
（項目４）
　前記長鎖脂肪酸が、Ｒ１がＣ１８炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステルを含
む、項目１に記載の組成物。
（項目５）
前記長鎖脂肪酸エステルが、Ｒ１が不飽和炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステ
ルを含む、項目１に記載の組成物。
（項目６）
前記長鎖脂肪酸エステルが、リノール酸、リノレン酸、オレイン酸、ステアリン酸、およ
びそのエステルの少なくとも１つに由来する植物由来の脂肪酸エステル基を含む、項目１
に記載の組成物。
（項目７）
前記短鎖脂肪酸エステルが、Ｒ２がＣ８～Ｃ１０炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸
エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－を含む、項目１に記載の組成物。
（項目８）
前記短鎖脂肪酸エステルが、カプリン酸およびカプリル酸またはそれらのエステルに由来
する少なくとも１つの植物をベースとする脂肪酸エステルを含む、項目１に記載の組成物
。
（項目９）
前記短鎖脂肪酸エステルが、メチルグルコシドのヘキサノエート、ヘプタノエート、カプ
リレート、ペラルゴネートおよびカプレート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つ
を含み、前記長鎖グルコシドエステルが、メチルグルコシドのラウレート、ミリステート
、パルミテート、ステアレート、イソステアレート、リノレエート、リノレネート、オレ
エートおよびベヘネート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つを含む、項目１に記
載の組成物。
（項目１０）
前記レオロジー調節剤が、カプリル酸、カプリン酸および植物ベースのオレイン酸、また
はそれらのエステルに由来するアルキルグルコシドエステルを含む、項目９に記載の組成
物。
（項目１１）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の比が、少
なくとも０．１：１である、項目１に記載の組成物。
（項目１２）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．２：１である、項目１１に記載の組成物。



(7) JP 2015-521597 A5 2016.7.21

（項目１３）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．３：１である、項目１１に記載の組成物。
（項目１４）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比が
、１未満：１である、項目１に記載の組成物。
（項目１５）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、最大０．８：１である、項目１４に記載の組成物。
（項目１６）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記モル
比が、最大０．７：１である、項目１５に記載の組成物。
（項目１７）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比が
、０．２：１～０．８：１である、項目１に記載の組成物。
（項目１８）
前記長鎖脂肪酸エステルが、植物ベースのオレイン酸エステル基を含み、前記短鎖脂肪酸
エステルが、カプリル酸エステル基およびカプリン酸エステル基を含み、不飽和Ｃ１８エ
ステル基と他のエステル基のモル比（Ｏ／ＣＣ比）が、０．２：１～０．７：１である、
項目１に記載の組成物。
（項目１９）
前記Ｏ／ＣＣ比が、０．３５：１～０．６：１である、項目１８に記載の組成物。
（項目２０）
グリコシド分子１つ当たりのエステル化度が、０．７：１～１．５：１である、項目１に
記載の組成物。
（項目２１）
　前記エステル化度が、０．８：１～１．２：１である、項目２０に記載の組成物。
（項目２２）
前記アルキルグリコシドが、アルキルグルコシドを含む、項目１に記載の組成物。
（項目２３）
前記アルキルグルコシドが、Ｃ１～Ｃ３０アルキルグルコシドである、項目２２に記載の
組成物。
（項目２４）
前記アルキルグルコシドが、メチルグルコシドを含む、項目２３に記載の組成物。
（項目２５）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、１０００未満の分子量を有する、項目１に記
載の組成物。
（項目２６）
非水性溶剤をさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目２７）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、前記界面活性剤組成物の最大４重量％の総濃
度である場合、前記レオロジー調節剤を含まないこと以外同一の組成物と比較して、前記
レオロジー調節剤が前記組成物の粘度を少なくとも１０倍増大した、項目１に記載の組成
物。
（項目２８）
前記レオロジー調節剤における前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルのいずれもが、ア
ルコキシ化されない、項目１に記載の組成物。
（項目２９）
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．１重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組
成物。
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（項目３０）
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．５重量％の濃度で存在する、項目２９に記載の
組成物。
（項目３１）
前記レオロジー調節剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、項目３０に記載の組成
物。
（項目３２）
前記レオロジー調節剤が、最大５重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組成物。
（項目３３）
前記レオロジー調節剤が、最大３重量％の濃度で存在する、項目３２に記載の組成物。
（項目３４）
前記界面活性剤が、少なくとも０．０１重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組成物
。
（項目３５）
前記界面活性剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、項目３３に記載の組成物。
（項目３６）
請前記界面活性剤が、最大２０重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組成物。
（項目３７）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、１未満：１である
、項目１に記載の組成物。
（項目３８）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、最大０．５：１で
ある、項目１に記載の組成物。
（項目３９）
前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤を含む、項目１に記載の組成物。
（項目４０）
前記界面活性剤が、双性イオン性界面活性剤をさらに含む、項目３９に記載の組成物。
（項目４１）
前記組成物が、アルコキシ化界面活性剤を含まない、項目１に記載の組成物。
（項目４２）
前記組成物が、スルフェートをベースとする界面活性剤を含まない、項目１に記載の組成
物。
（項目４３）
前記レオロジー調節剤が、アルコキシ化されていない、項目１に記載の組成物。
（項目４４）
３００未満の分子量を有する可溶性無機塩および有機塩から選択される、少なくとも０．
１％の塩をさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目４５）
前記塩が、可溶性無機塩を含む、項目４４に記載の組成物。
（項目４６）
組成物が、少なくとも０．２％の前記可溶性無機塩を含む、項目４５に記載の組成物。
（項目４７）
前記組成物が、少なくとも４０重量％の水を含む、項目１に記載の組成物。
（項目４８）
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、少なくとも１０００
ｍＰａ・ｓの粘度を有する、項目１に記載の組成物。
（項目４９）
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、少なくとも
２０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、項目４８に記載の組成物。
（項目５０）
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前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、最大１０，
０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、項目４８に記載の組成物。
（項目５１）
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、６０ＮＴＵ未満の濁
度を有する、項目１に記載の組成物。
（項目５２）
前記組成物が、形成してから２４時間後に３０ＮＴＵ未満の濁度を有する、項目５１に記
載の組成物。
（項目５３）
前記組成物が、前記界面活性剤およびレオロジー調節剤を、周囲温度で水と混合すること
によって形成される、項目１に記載の組成物。
（項目５４）
シリコーン、エモリエント剤、シリコーン、乳化剤、真珠光沢剤、着色剤、微粒子、保存
剤、ｐＨ調整剤、植物性薬品、キレート剤、抗菌剤、および補助レオロジー調節剤の少な
くとも１つをさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目５５）
シャンプー、ボディウォッシュ、液体石鹸、顔用クレンザー、およびハンド石鹸から選択
されるパーソナルケア用途のために配合される、項目１に記載の組成物。
（項目５６）
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭素が
それより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、お
よび
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水
素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤を、アニオ
ン性界面活性剤および水と合わせるステップを含む、組成物を形成する方法。
（項目５７）
前記合わせるステップが、周囲温度で実施される、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
アルキルグリコシドを、式Ｒ１（Ｏ）ＯＨの長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体、および式
Ｒ２（Ｏ）ＯＨの短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と、別個にまたは組み合わせて反応さ
せることを含む、前記レオロジー調節剤を形成するステップをさらに含む、項目５６およ
び５７に記載の方法。
（項目５９）
　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２～Ｃ２３炭
化水素基である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、および
　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化
水素基である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤であって、
前記レオロジー調節剤におけるＲ１（Ｏ）Ｏ－とＲ２（Ｏ）Ｏ－の比が、０．２：１～０
．７：１である、レオロジー調節剤。
（項目６０）
Ｒ１が、カプリル酸およびカプリン酸またはそれらの誘導体に由来するＣ８およびＣ１０

炭化水素基の混合物を含み、Ｒ２が、植物ベースのオレイン酸またはそれらの誘導体に由
来するＣ１８炭化水素基の混合物を含む、項目５９に記載のレオロジー調節剤。
（項目６１）
アルキルグリコシドと、少なくとも６個の炭素の長さの炭化水素鎖を含む長鎖脂肪酸また
はそれらの誘導体および短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体との反応に由来するレオロジー
調節剤を含む組成物であって、前記短鎖および長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体が、それ
らのそれぞれの炭化水素鎖の長さが平均で少なくとも６個の炭素原子だけ異なっている、
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組成物。
（項目６２）
界面活性剤をさらに含む、項目６１に記載の組成物。
（項目６３）
水をさらに含む、項目６１および６２に記載の組成物。
（項目６４）
前記長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と前記短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体のモル比が
、１未満：１である、項目６１、６２および６３に記載の組成物。
　簡単な説明
　例示的な実施形態の一態様によれば、組成物は、界面活性剤、レオロジー調節剤、およ
び水を含む。レオロジー調節剤は、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステルおよびアル
キルグリコシドの短鎖脂肪酸エステルを含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合
物を含む。長鎖脂肪酸エステルは、少なくとも１つの脂肪酸エステル基または脂肪酸残基
Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭素がそれより多い炭化水素である）から
なる。短鎖脂肪酸エステルは、少なくとも１つの脂肪酸エステル基または脂肪酸残基Ｒ２

（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水素である）からなる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３４４】
　このことは、メチルグルコシドの短鎖および長鎖脂肪酸エステルの混合物、例えばＭｅ
Ｇ－ＣＣＯから作製された増粘剤が、界面活性剤組成物に望ましい性能特性の組合せを与
え得ることを示唆している。
【表５】
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